二、人口・世帯の動態
１　人口の流れ


　人口・世帯の流れはどんな姿で今日に及んでいるのか、その実態を鳥取県の統計表によって調査してみた。調査は、明治３４年以前については詳細が明らかでなく、一応はっきりした年代以降について調査した。
旧村別にみた人口
　この調査によって考えられたことは、（１）旧村別にみた明治３４年の人口が、昭和３５年の人口にほぼ一致

の流れ
していることである。しかし、これを旧村別にみた場合、農業が生活の基盤となっている長瀬、浅津地区は増加しており、反面農業基盤の整っていない橋津、宇野地区は減少している。とくに橋津の減少率は大きく、往時の橋津湊として栄えた時代とその差がここにも現われていることである。このことは世帯数に最も大きく現われており、橋津部落の衰退を如実に物語っている。（２）大正９年、日本で初めて国勢調査が行なわれたが、国勢調査では調査の基準が詳細に示されたため、はっきりと住所の認定がなされたことや、世帯の認定も一定の基準によって調査されたためか、大正６年の統計調査より人口、世帯共に大巾に減少している。このことは、大正９年以前に各村が調査して県に報告した数字と、国勢調査による国の示した調査方法にくい違いがあったものと思われる。（３）昭和１５年の国勢調査から次回調査予定年であった昭和２０年は、太平洋戦争終結の年であったため、調査が実施されなかった。従って県統計課で昭和２２年に調査した数字は、人口、世帯ともに急増しているが、その背景には次のような状況があった。終戦前より都会から田舎へ疎開した多くの人たちは、家を焼かれ、そして食糧難にあえぎながら疎開先で僅かな田畑を耕して生活を送っていた。いっぽう出征していた軍人たちも終戦と共に復員し、各村とも人口が急激に増加していった。こうしたことから、昭和２２年の数字は、昭和１５年に比して長瀬８２８人、浅津５１１人、橋津４５３人、宇野３０４人、羽合町で言えば２,０９６人の増加をみている。そして、ここの時期をピークに漸次減少していくのである。
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